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あるが、ここで突如３. ３. ３. で言及された「バンベルクの騎士」がパルジファルであるとの新たな説が提
示される。フィナーレの効果を狙ったものと思われるが、学術論文としては違和感がある。本文中の適切な
位置におくべきであろう。
b. 全般的な評価
　冒頭に引用した、本論文の「主な論点」３点（上掲）のうちの第１点と第２点とは首尾一貫した内容であり、
膨大な資料からの引用に支えられて、説得力を高めている。中世に形成された聖杯騎士伝説の平和主義・汎
ヨーロッパ主義思想が近現代、ことにバイロイトをめぐってどのように受容継承され、現実の政治経済文化
に影響を与えてきたのか、という問題に関しては、川西氏はその伝統の存在と連続性とを取りだし、裏付け
ることに成功している。しかしながら、第２点に関し、ジークフリート・ヴァーグナーやリヒャルト・フォ
ン・クーデンホーフ・カレルギーなどの個々の歴史的人物を直ちにパルジファルと同一化したり、聖杯騎士
の伝統の継承者として熱狂的に称揚したりする文章表現も散見される。これらの表現が論文の学術的信憑性
を高める働きを果たしているとは言いがたい。聖杯伝説中のできごとや人物を、伝説成立後の歴史的事象や
人物と重ね合わせてその業績などを称えることは、文学的表現としては許されても、学術論文においては十
分慎重を期さなければならない。
　第３の論点、すなわち、聖杯騎士伝説の継承者クーデンホーフ＝カレルギーの汎ヨーロッパ運動が国際社
会の結束に大きく貢献し、ナチス・ドイツが倒されてヨーロッパが対立から統合に導かれたとする主張、こ
とにナチス・ドイツの成立から崩壊に至るプロセスに関しては、政治、経済、思想文化にわたる当時のドイ
ツ国内および国際社会のさまざまな要因を考慮し、その中でリヒャルト・クーデンホーフ・カレルギーが果
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たした役割を正当に評価する必要がある。本論文第７章の叙述は、川西氏が、リヒャルト・クーデンホーフ・
カレルギーをヒトラー・ナチス政権の崩壊の最大の功績者と見なしているようにさえ解されるが、そのよう
な誤解を避けるために、文章表現の改善が必要である。
　審査委員会は、川西氏が膨大な資料にあたり、優れた歴史的感性と、まれに見る巨視的な構想力で、独自
の聖杯騎士伝説の再解釈、再構成を行ったことを高く評価する。よって、206年１月23日の公聴会、および
口頭試問の試験結果に基づき、審査委員は全会一致で、本論文提出者川西孝男氏が博士（学術）甲号を受け
るに値するものと認める。
